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新年明けましておめでとうございます。
輝かしい新春を迎え、皆様には益々ご健勝のこと

とお慶び申し上げます。
私ごとではありますが、改選後の昨年十月の臨時

会において名誉ある韮崎市第五十三代議長に就任い
たしました。これもひとえに市民の皆様方の暖かい
ご指導・ご支援の賜と心から感謝申し上げます。
今日の地方自治体を取り巻く環境は、変革の時期

を迎え大変厳しく、長引く経済不況への対応をはじ
め、少子高齢化対策、財政問題、行政改革、市町村
合併、地方分権の推進など多くの課題が山積してお
ります。
議会に対しましても、これらの課題に迅速かつ的

確に対応した諸施策の展開と、時代の展望を開く先
見性のある政治が強く求められております。
我々議員は、いかなる環境にありましても諸情勢

を的確に見極めながら、議会本来の使命を見失うこ
となく、その機能を十分発揮し、小野市長が提唱し
ております「感性豊かな躍動都市にらさき」を目指
し、簡素で効率的な行財政運営の実現に向け全力を
傾注してまいる所存であります。
今後におきましても、地方自治の進展と韮崎市発

展に渾身の努力をいたすべく決意を新たにいたして
おりますので、市民の皆様には旧に倍するご支援・
ご指導を賜りますようお願い申し上げます。
終わりに、市民の皆様方のご健康とご多幸を心か

らご祈念申し上げるとともに、少しでも議会を知っ
ていただくため、市役所五階の議会へも気軽にお出
でいただき、皆様方の生の声をお聞かせくださいま
すようお願い申し上げまして、新年のごあいさつと
いたします。

新年明けましておめでとうございます。市民の皆
さまにおかれましては、健やかに初春をお迎えのこ
ととお慶び申し上げます。
少子・高齢化やＩＴの進展、地方分権の本格化な

ど、日本社会は私たちの想像をはるかに超え、急激
に変貌しています。あらゆる面で、これまでの価値
観が問い直されている今、本当の豊かさとは何か、
次代を担う子どもたちに何を引き継いでいくべきか
を大きな視野に立って考えていかなければなりませ
ん。
豊かな自然がつくる美しい四季の彩り、誇れる歴

史と文化、人と人のつながり。私たちのまちは、多
くの魅力にあふれています。一人ひとりが、まちの
個性や活力を実感する。あるいは再発見する。まち
の将来について、考える、語り合う、自分にできる
ことをやってみる。まちを愛する心をつないでいく
ことが、未来を拓く大きな力となると考えます。市
民の皆さまとともに手を携え、パートナーシップの
もと、子どもたちも、お年寄りも、ハンディがある
人も、誰もが心通わせるまちづくり、ふるさと韮崎
に対する皆さまの想いが活かされ、心豊かに暮らせ
るまちづくりを進めてまいります。
迎えます本年は、市制施行五十周年という大きな

節目の年にあたります。「感性豊かな躍動都市にら
さき」を創りあげていくために、大きく飛躍する一
年であることを皆さまと誓い合いたいと思います。
市民の皆さまのなお一層のまちづくりへのご参

加、ご協力をお願い申し上げますとともに、新しい
年が、皆さまにとりまして幸多き素晴らしい年とな
りますよう心からお祈り申し上げ、新年のごあいさ
つといたします。

韮崎市議会議長

矢　崎　六　彦
韮崎市長

小　野　修　一

迎 春
2004.1.1

＊賀状でのごあいさつは、公職選挙法に抵触しますので自粛いたします。
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◎回数乗車券・定期券がICカードになります。
①バスICカードは、積み増しのできるプリペイドカードです。ICカード読み取り装置にかざすだけの簡単な操
●作でご利用いただけます。
②定期入れなどのカードケースに入れたまま、読み取り装置にかざしていただ
●いてもお使いになれます。
●定期券としては、現在お使いいただいている定期券とまったく同じ扱い
●で購入できます。
●回数券は、3,000円券・5,000円券・10,000円券の3種類が購入できます。
③バスICカードの購入・金額の積み増しは、山梨交通グループの最寄り販
売窓口営業所（韮崎駅前案内所・韮崎営業所など）で行ないます。また、
金額の積み増しはバス内の乗務員も対応します。
④このバスICカード代金は「デポジット制度」を採用し、最初の購入の時に500
●円を預かり、不用になって返却する時に500円をお返しします。
⑤このバスICカードは山梨交通グループの路線バスにも使えます。
⑥ご利用開始は、平成16年1月2日からです。（それ以前からもバスICカードの購入はできます。）

※詳しくは山交タウンコーチ（株）韮崎営業所（電話0551（22）
2511）または市民バス乗務員にお尋ねください。

◎韮崎市立病院が市民バスの発着場所にな

◎ります。
現在、山交タウンコーチ（株）韮崎営業所が発着場所になっ

ていますが、平成16年2月1日（日）から韮崎市立病院玄関前が市
民バスの発着場所になります。市民バスで市立病院を訪れる
方々にとって大変便利になりますのでご利用をお願いします。

（注）○印は休日と12月29日から1月3日まで
運休です。なお、1月1日は全面運休です。

問い合わせ 総務室防災交通係（内線314）

市 民 バ ス が 便 利 に な り ま す

韮崎市立病院の発着時刻は次のとおりです

市立病院
出発時刻

穂坂線 鍋山経由
穴山橋線 社会福祉村線

○ 7：45 ○ 7：54 ○ 7：42
○12：02 ○10：35 ○12：42
○13：27 ○14：57 ○14：54
○16：27 ○16：22 ○16：00
○18：16 ○18：14 ○17：47

市立病院
到着時刻

穂坂線 鍋山経由
穴山橋線 社会福祉村線

○ 7：34 ○ 7：45 ○ 7：34
○ 8：55 ○ 9：20 ○ 8：44
○12：54 ○11：57 ○13：41
○14：19 ○16：12 ○15：53
○17：24 ○17：39 ○16：59

○18：49
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申
告
書
は
自
分
の
手
で
書
い
て
お
早
め
に
！

事
業
（
農
業
所
得
）

（
詳
し
く
は
広
報
12
月
号
参
照
）

平
成
15
年
分
の
申
告
か
ら
収
支

計
算
と
な
り
ま
し
た
。

◆
収
入
支
出
が
わ
か
る
書
類

◆
（
集
計
は
必
ず
し
て
お
い
て
下

◆
さ
い
。）

◆
農
協
や
市
場
な
ど
で
発
行
す
る

◆
収
支
証
明
書
や
領
収
書
。

◆
動
力
稲
刈
機
や
田
植
機
を
買
い

◆
替
え
た
場
合
は
、
そ
の
領
収
書
。

◆
農
業
用
自
動
車
や
ト
ラ
ク
タ
ー
・

◆
コ
ン
バ
イ
ン
な
ど
大
型
農
業
用

◆
機
械
は
、
販
売
証
明
書
・
領
収

◆
書
及
び
保
険
料
の
領
収
書
。

◆
耕
作
委
託
料
な
ど
を
支
払
っ
た

◆
場
合
は
、
そ
の
領
収
書

（
委
託
内
容
の
明
記
し
て
あ
る

◆
も
の
）

◆
堰
費
・
土
地
改
良
費
（
維
持
管

◆
理
費
に
限
る
）
の
領
収
書
。

事
業
（
営
業
等
所
得
）

◆
収
入
支
出
が
わ
か
る
書
類
。

◆
（
事
業
収
支
内
訳
書
・
領
収
書
）

《
外
交
員
報
酬
は
、
収
支
計
算
に

よ
る
申
告
が
原
則
で
す
》

譲
渡
所
得

（
土
地
等
を
売
っ
た
場
合
）

◆
確
定
申
告
が
必
要
に
な
り
ま
す

の
で
、
事
前
に
譲
渡
所
得
の
お

尋
ね
（
広
報
11
月
号
参
照
）
を

お
済
ま
せ
く
だ
さ
い
。

給
与
所
得

◆
所
得
税
の
源
泉
徴
収
（
年
末
調

◆
整
）
を
し
な
い
事
業
所
に
お
勤

◆
め
の
方
は
、
事
業
主
か
ら
の

◆
「
給
与
支
払
明
細
書
」
が
必
要

◆
に
な
り
ま
す
。

◆
還
付
申
告
を
す
る
場
合
に
は
、

◆
源
泉
徴
収
票
（
原
本
）。（
中
途

◆
退
職
し
た
場
合
等
は
、
前
職
場

◆
に
請
求
し
用
意
し
て
お
い
て
く

◆
だ
さ
い
）

●
扶
養
（
配
偶
者
）
控
除
の
認
定

◆
に
は
、
被
扶
養
者
の
所
得
要
件

◆
が
あ
り
ま
す
の
で
、
被
扶
養
者

◆
の
所
得
が
わ
か
る
書
類
が
必
要

◆
に
な
り
ま
す
。

●
年
末
調
整
を
済
せ
た
方
で
も
、

◆
給
与
以
外
に
20
万
円
以
上
の
所

◆
得
（
収
入
の
場
合
も
あ
り
）
が

◆
あ
る
と
、
申
告
に
よ
り
年
税
額

◆
を
確
定
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

税
務
室
市
民
税
係

（
内
線
１
５
２
〜
１
５
４
）

社
会
保
険
料
控
除
（
国
民
年
金

の
支
払
額
）
に
つ
い
て

昨
年
よ
り
国
民
年
金
の
納
付
先

が
市
町
村
か
ら
国
に
変
更
と
な
っ

た
た
め
国
民
年
金
の
支
払
額
（
社

会
保
険
料
控
除
の
対
象
）
が
市
町

村
で
把
握
で
き
ま
せ
ん
の
で
国
民

年
金
の
納
付
書
（
平
成
15
年
１
月

か
ら
12
月
に
支
払
っ
た
も
の
）
を

ご
持
参
く
だ
さ
い
。

還
付
申
告
に
つ
い
て

給
与
所
得
者
の
還
付
申
告
（
医

療
費
控
除
・
住
宅
借
入
金
等
特
別

控
除
な
ど
）
は
２
月
16
日
以
前
で

も
甲
府
税
務
署
（
０
５
５-

２
３

３-

３
１
１
１
）
で
受
付
け
を
し

て
お
り
ま
す
の
で
お
尋
ね
下
さ

い
。

も
う
す
ぐ
平
成
15
年
中
所
得
の
申
告
が
始
ま
り
ま
す
。
正
し
い
申
告
を
す
る
た
め
に
、
そ
し

て
申
告
時
に
あ
わ
て
な
い
た
め
に
も
、
と
か
く
先
送
り
し
が
ち
な
必
要
書
類
の
準
備
や
整
理
集

計
は
、
早
め
に
準
備
を
さ
れ
る
よ
う
お
勧
め
し
ま
す
。

ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
所
得
の
種
類
に
よ
っ
て
準
備
す
る
書
類
が
異
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

自
分
の
手
で
書
い
て

み
ま
し
ょ
う
申
告
書

確
定
申
告
書
や
住
民
税
の
申
告
書

な
ど
の
作
成
は
所
定
の
各
申
告
書
に

ご
自
分
で
書
い
て
い
た
だ
く
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。
自
書
す
る
こ
と
に
よ

り
、
申
告
受
付
時
に
多
く
の
方
々
の

待
ち
時
間
が
短
縮
で
き
、
ま
た
税
を

身
近
な
こ
と
と
し
て
感
じ
て
い
た
だ

け
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

「
所
得
税
の
確
定
申
告
の
手
引
き
」

や
住
民
税
な
ど
の
申
告
書
の
手
引
き

は
市
役
所
税
務
室
窓
口
に
用
意
し
て

あ
り
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

準
備
す
る
書
類
は



控除の種類 控除額（所得税の場合） 適　用　要　件

社会保険料
控　　　除 支払った保険料全額

健康保険、厚生年金、国民年金、
雇用保険、国民健康保険税・介
護保険料などで被保険者として
平成15年中に実際に支払った額

生命保険料
控　　　除

最高10万円
（生命保険料及び個
人年金保険料それぞ
れ最高限度額5万円）

支払証明書

損害保険料
控　　　除

短期だけの場合
最高3千円

長期だけの場合
最高1万5千円

短期・長期両方の場合
最高1万5千円

支払証明書

障害者控除

一般の障害者
27万円

特別障害者
40万円

申告者本人、控除対象配偶者又は扶養親
族が障害者であること。
障害者手帳・療育手帳の提示、市町村長
が認定した証明書の添付
＊常に就床を要し、（寝たきり老人を含
む）複雑な介護を要する者で12月31日の
判定すべき時においてその前後の期間を
通じ、継続して6カ月以上その状態にあ
るもの・・特別障害者

医療費控除

支払った医療費―保険
金等―10万円（又は所
得の5％いずれか低い
方）＝医療費控除
＊保険金等には、高額療
養費の給付も含む

○支出した医療費を証明する領収書
○領収書のない医療費（通院交通費
等）の支出明細
○おむつ使用証明書(継続して2年目以
○降は市町村長の証明でも可)
○ストマ用装具使用証明書
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各種控除のポイント（所得税の場合）甲府税務署からお知らせ

経費標準を適用していた小規模農家の方へ

平成15年分から実額計算です

農業所得の計算方法も平成15年分から
は収入金額と必要経費の両方とも実額に
より計算することになりました。

◆金額の分かるものの保存を

平成16年1月1日からも売上げに関して
◆受け取った精算書、計算書及び仕切書
◆や、必要経費についての領収書、レシ
◆ート及び納品書を日頃から保管してお
◆く必要があります。

◆平成16年分の確定申告のために

請求書や領収書などを保管する場所を
◆決めておくと便利です。
また、請求書や領収書の日付けと金額

◆は、それぞれ項目ごとに集計しやすい
◆ように帳簿やノートなどに記録（記帳）
◆しておくと、申告する時に役立ちます。

●問い合わせ 甲府税務署
055-233-3111

山
梨
こ
と
ぶ
き
勧
学
院

は
、
人
生
80
年
時
代
を
迎
え

た
現
代
、
高
齢
者
の
学
習
ニ

ー
ズ
に
応
え
る
と
と
も
に
、

長
年
培
っ
て
き
た
知
識
や
技

能
を
更
に
磨
き
、
充
実
し
た

生
き
が
い
の
創
造
と
地
域
文

化
振
興
の
担
い
手
と
し
て
の

資
質
を
高
め
る
こ
と
を
ね
ら

い
と
す
る
学
習
の
場
で
す
。

募
集
人
員

峡
北
教
育
事
務
所
管
内
40
名

入
学
資
格

県
内
在
住
で
お
お
む
ね
60

歳
以
上
の
方

就
学
年
限

２
ヶ
年

募
集
期
間

一
月
20
日
（
火
）
か
ら
定

員
に
達
し
次
第
締
切

入
学
願
書
受
付

峡
北
教
育
事
務
所

学
　
　
費

基
本
学
習
費
を

徴
収
し
ま
す
。（
平
成
15
年

度
は
年
間
３
０
０
０
円
）

入
学
願
書
の
受
付
及
び
問
い
合
わ
せ

峡
北
教
育
事
務
所

23
・
３
０
０
７

成
人
さ
れ
る
皆
さ
ま
の
輝

か
し
い
門
出
を
、
心
か
ら
お

祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。

平
成
16
年
韮
崎
市
成
人
式

を
次
の
と
お
り
実
施
い
た
し

ま
す
。

日
　
時

平
成
16
年
１
月
11
日
（
日
）

受
　
付

午
後
12
時
30
分
〜

午
後
１
時
15
分

式
　
典

午
後
１
時
30
分
〜

会
　
場

韮
崎
市
文
化
ホ
ー
ル大ホ

ー
ル

★
式
典
終
了
後
、
記
念
撮
影

●
交
流
会
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

★
ご
家
族
の
席
も
用
意
い
た

●
し
て
お
り
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ

生
涯
学
習
推
進
室

（
内
線
　
２
２
２
・
２
２
３
）

平
成
16
年
度
「
山
梨
こ
と

ぶ
き
勧
学
院
」
学
生
募
集

成
人
式
の
ご
案
内
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韮
崎
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

ー
ツ
環
境
を
創
り
だ
す
」
こ
の
よ

う
な
組
織
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
多
く
の
市
民
の
皆

様
が
、
仲
間
づ
く
り
の
輪
を
広
げ

ら
れ
る
よ
う
、
世
代
や
性
別
の
壁

を
越
え
た
交
流
の
場
を
提
供
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

多
く
の
方
の
入
会
を
心
よ
り
お

待
ち
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
、
私
た
ち
の
ま
ち

「
に
ら
さ
き
」
で
も
、
ス
ポ
ー
ツ

活
動
は
学
校
を
中
心
に
発
展
し
て

き
ま
し
た
。
こ
の
た
め
、
学
校
を

卒
業
し
て
し
ま
う
と
ス
ポ
ー
ツ
に

接
す
る
機
会
が
極
端
に
減
少
し
、

辞
め
て
し
ま
う
と
い
う
人
が
数
多

く
い
ま
し
た
。

こ
う
し
た
状
況
を
改
善
す
る
た

め
に
、
韮
崎
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
が

生
ま
れ
、
い
つ
で
も
、
誰
も
が
気

軽
に
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
む
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
今
年
度
は
８
０
０

名
余
り
の
会
員
が
、
自
分

の
体
力
・
時
間
に
合
っ
た

種
目
に
参
加
し
て
心
地
よ

い
汗
を
流
し
て
お
り
ま

す
。こ

れ
ま
で
の
よ
う
な
、

与
え
ら
れ
た
ス
ポ
ー
ツ
種
目

を
す
る
だ
け
で
は
な
く
、「
共

通
の
目
的
を
も
っ
た
人
た
ち
が
自

分
た
ち
の
手
で
に
ら
さ
き
の
ス
ポ

こ
ん
な
方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

○
ス
ポ
ー
ツ
が
好
き
で
、
初
心
者
に
な
ら
指
導
で
き
る
方

（
資
格
の
有
無
や
種
目
は
問
い
ま
せ
ん
）

○
自
分
も
会
員
に
な
っ
て
新
し
い
サ
ー
ク
ル
を
作
り
た
い
方

（
ス
ポ
ー
ツ
以
外
で
も
可
・
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
な
ど
）

○
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
運
営
に
興
味
が
あ
り
、
事
務
な
ど
の

お
●
手
伝
い
が
し
た
い
方
や
会
報
の
作
成
な
ど
を
し
て
み
た

い
方

申
込
・
お
問
い
合
わ
せ

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
事
務
局
　

21
・
２
２
５
５

FAX
22
・
０
４
９
８

平
成
13
年
に
発
足
し
た
本
ク
ラ
ブ
も
、
早
い
も
の
で
文
部

科
学
省
の
３
年
間
の
モ
デ
ル
事
業
の
期
間
を
終
え
、
来
年
度

か
ら
新
た
に
始
ま
る
、
自
分
た
ち
の
手
で
運
営
し
て
い
く
た

め
の
準
備
（
N
P
O
法
人
取
得
な
ど
）
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

年 代 別 　 加 入 グ ラ フ



東海地震
観測情報

観測された現象が東海地震の
前兆現象であると直ちに判断
できない場合や、前兆現象と
は関係がないことがわかった
場合に発表されます。

●防災対応は特にありません。
●国や自治体等では情報収集
●連絡体制がとられます。

住民の方は、テレビ・ラジ
オ等の情報に注意し、平常ど
おりお過ごし下さい。

東海地震
注意情報

観測された現象が前兆現象で
ある可能性が高まった場合に
発表されます。

●東海地震に対処するため、防災の準備行動がとられます。
●気象庁において、東海地震発生につながるかどうかを検討
●する判定会が開催されます。

住民の方は、政府や自治体などか
らの呼びかけや、自治体等の防災計
画に従って行動して下さい。

東海地震
予知情報

東海地震の発生のおそれがあ
ると判断した場合に発表され
ます。

●「警戒宣言」が発せられます。
●地震災害警戒本部が設置されま
●す。
●津波や崖崩れの危険地域からの住民避難や交通規制の実
●施、百貨店等の営業中止などの対策が実施されます。

住民の方は、テレビ・ラジオ等の情報に注意し、東海地震
の発生に充分警戒するため、「警戒宣言」及び自治体等の防
災計画に従って行動して下さい。

情報名 主な防災対策
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○
自
宅
等
の
耐
震
性
を
確
認
し
ま

○
し
ょ
う
。

耐
震
診
断
を
行
い
、
自
宅
の
耐

震
性
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。
昭

和
56
年
５
月
31
日
以
前
の
木
造

住
宅
に
つ
い
て
は
、
市
で
無
料

耐
震
診
断
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

申
込
期
限
は
1
月
20
日
ま
で
延

長
し
ま
し
た
。
詳
し
く
は
建
設

室
建
築
営
繕
係
へ
。

（
内
線
２
６
７
）

耐
震
性
に
問
題
が
あ
る
と
わ
か

っ
た
場
合
は
、
耐
震
改
修
を
行

い
ま
し
ょ
う
。

○
家
具
の
固
定
を
し
ま
し
ょ
う
。

阪
神
・
淡
路
大
震
災
や
そ
の
後

の
大
き
な
地
震
で
も
多
く
の

人
々
が
家
具
の
転
倒
等
で
ケ
ガ

日
頃
の
備
え
が
大
切
で
す
！
　
　

東
海
地
震
の
防
災
対
応

東
海
地
震
が
発
生
し
た
場
合
、
建
物
全
壊
約
26
万
棟
、
死
者
数
約
９
２

０
０
人
と
い
う
甚
大
な
被
害
が
予
想
さ
れ
る
た
め
、
日
頃
か
ら
の
十
分
な

備
え
が
必
要
で
す
。
直
前
予
知
の
た
め
の
観
測
技
術
は
年
々
進
歩
し
て
い

ま
す
が
、
現
状
で
は
直
前
予
知
が
で
き
る
場
合
と
、
で
き
な
い
場
合
が
あ

り
ま
す
。
直
前
予
知
の
可
能
性
に
関
わ
ら
ず
、
い
つ
地
震
が
発
生
し
て
も

し
っ
か
り
対
応
で
き
る
よ
う
、
日
頃
か
ら
備
え
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

を
さ
れ
て
い
ま
す
。
家
具
は

か
な
ら
ず
固
定
し
ま
し
ょ
う
。

寝
室
に
重
い
家
具
を
置
か
な
い

○
な
ど
配
置
に
も
気
を
配
り
ま
し

○
ょ
う
。

○
食
料
・
飲
料
水
の
備
蓄
を
し
ま

○
し
ょ
う
。

食
料
品
は
７
日
分
程
度
、
飲
料

水
は
最
低
３
日
分
は
用
意
し
ま

し
ょ
う
。

○
地
域
の
防
災
活
動
に
参
加
し
ま

○
し
ょ
う
。

日
頃
か
ら
地
域
の
防
災
訓
練
に

○
参
加
し
ま
し
ょ
う
。

い
ざ
と
い
う
と
き
の
避
難
や
救

○
助
活
動
に
つ
い
て
家
族
や
地
域

○
で
話
し
合
い
ま
し
ょ
う
。

危

険

度
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点
検
項
目

①
量
水
器
（
メ
ー
タ
ー
）
の
手
前

●
か
量
水
器
ボ
ッ
ク
ス
の
中
に
バ

●
ル
ブ
が
つ
い
て
い
ま
す
か
？

こ
の
バ
ル
ブ
は
、
漏
水
等
の
事

●
故
の
際
に
、
宅
内
の
水
道
水
を

●
す
べ
て
止
め
る
こ
と
が
で
き
ま

●
す
。
こ
の
バ
ル
ブ
は
、
水
道
工

●
事
指
定
業
者
で
取
付
け
る
こ
と

●
が
で
き
ま
す
の
で
、
ご
相
談
く

●
だ
さ
い
。（
費
用
は
自
己
負
担

●
で
す
）

②
量
水
器
の
場
所
を
家
族
全
員
が

●
知
っ
て
い
ま
す
か
？

も
し
も
の
時
に
は
、
水
道
の
水

●
を
止
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

●
ん
。
家
族
み
ん
な
が
量
水
器
の

●
場
所
を
知
っ
て
い
る
こ
と
も
大

●
切
で
す
。
ま
た
量
水
器
も
凍
結

●
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ボ
ッ

●
ク
ス
の
中
も
防
寒
措
置
を
講
じ

●
て
く
だ
さ
い
。（
ボ
ッ
ク
ス
の

●
ま
わ
り
も
防
寒
措
置
を
さ
れ
る

●
場
合
に
は
、
ス
ム
ー
ズ
な
検
針

●
作
業
を
行
う
た
め
に
も
場
所
が

●
わ
か
る
よ
う
ご
協
力
を
お
願
い

●
し
ま
す
）

③
地
上
部
分
の
配
管
も
防
寒
し
て

●
あ
り
ま
す
か
？

特
に
古
い
管
は
、
弱
く
な
っ
て

●
い
ま
す
。
日
の
当
た
ら
な
い
よ

●
う
な
場
所
は
要
注
意
で
す
。

④
水
道
管
の
防
寒
方
法
は
大
丈
夫

●
で
す
か
？

水
道
管
の
防
寒
に
は
、
電
気
・

●
毛
布
等
を
用
い
ま
す
。
そ
の
場

●
所
に
適
し
た
方
法
で
、
防
寒
を

●
考
え
ま
し
ょ
う
。

水
道
管
も
あ
な
た
の
大
切
な
財

産
で
す
。
凍
結
に
よ
る
事
故
は
、

未
然
に
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

●
問
い
合
わ
せ

水
道
室

（
内
線
４
１
３
〜
４
１
５
）

寒
さ
か
ら
水
道
管
を
守
り
ま
し
ょ
う
！

あ
な
た
の
家
の
水
道
管
は
、
冬
の
寒
さ
に
耐
え
ら
れ
ま
す
か
？
最
近
住
宅
は
設
備
も
し
っ
か
り
し
寒
さ
に
も
強

く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
が
、
こ
の
季
節
に
な
る
と
水
道
管
が
凍
結
し
て
破
裂
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
水
道
管
の

ヒ
ビ
割
れ
、
発
見
し
に
く
い
場
所
で
の
漏
水
等
、
大
切
な
家
や
家
具
が
水
び
た
し
に
な
ら
な
い
よ
う
、
次
の
項
目
を

再
点
検
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

水道の
防寒対策万全ですか？

水道メーターボック
スには発泡スチロー
ル等を入れるとよい

③

②

年
末
年
始
に
お
け
る
水
道
管
の
破

裂
等
の
修
理
は
、
水
道
工
事
指
定
業

者
が
当
番
制
で
行
い
ま
す
の
で
、
左

表
の
該
当
す
る
指
定
業
者
に
ご
連
絡

下
さ
い
。

韮
崎
都
市
計
画
区
域

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
（「
都

市
計
画
区
域
の
整
備
、

開
発
及
び
保
全
の
方

針
」）
の
決
定
に
係
る
都

市
計
画
の
案
の
縦
覧

都
市
計
画
法
第
17
条
第
１
項

の
規
定
に
基
づ
き
、
都
市
計
画

の
案
を
次
の
と
お
り
縦
覧
し
ま

す
。
縦
覧
期
間
中
に
知
事
に
意

見
書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

縦
覧
場
所

山
梨
県
都
市
計
画
課
、
峡
北
地

域
振
興
局
建
設
部
都
市
計
画
・

建
築
指
導
課
、
韮
崎
市
建
設
課

都
市
計
画
室

縦
覧
期
間

平
成
16
年
１
月
23
日
（
金
）

か
ら
２
月
５
日
（
木
）
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
先

山
梨
県
都
市
計
画
課
計
画
担
当

０
５
５-

２
２
３-

１
７
１
６

年
末
・
年
始

水
道
工
事
指
定
業
者

月　日　　 指定業者名 電　話
0551-27-2214

0551-23-1238

0551-25-5511

055-283-2074

0551-22-0956

12月27日 細田設備
12月28日

（株）日設管興
12月29日
12月30日　

八代設備　　　
12月31日
1 月 1 日

（株）甲栄興業
1 月 2 日　
1 月 3 日

（有）清水水道
1 月 4 日

水
道
管
に
は
タ
オ
ル
等
を
ま
く
と
よ
い
。
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提
案

現
在
１
歳
児
の
育
児
を
し

て
お
り
ま
す
。
日
中
散
歩
に
よ
く

で
か
け
る
の
で
す
が
、
少
し
休
ん

で
遊
べ
る
場
所
が
案
外
あ
り
ま
せ

ん
。
韮
崎
は
緑
の
多
い
環
境
で
は

あ
る
の
で
す
が
、
子
ど
も
が
外
で

遊
べ
る
ち
ょ
っ
と
し
た
ス
ペ
ー
ス

が
あ
る
と
助
か
り
ま
す
。
近
所
で

す
と
旧
職
業
安
定
所
ぐ
ら
い
の
ス

ペ
ー
ス
だ
と
充
分
だ
な
と
い
つ
も

思
い
な
が
ら
散
歩
を
し
て
い
ま
す
。

豪
華
な
設
備
は
必
要
な
い
の
で

「
車
の
こ
な
い
誰
で
も
気
軽
に
利

用
で
き
る
空
き
地
」
程
度
で
よ
い

の
で
造
っ
て
い
た
だ
け
な
い
で
し

ょ
う
か
。（
31
歳
女
性
７
月
受
付
）

回
答

現
在
、
旧
市
役
所
跡
地
に

ふ
れ
あ
い
公
園
の
整
備
計
画
が
進

ん
で
お
り
ま
す
。
ご
希
望
の
場
所

の
近
く
と
は
い
え
ま
せ
ん
が
、
今

年
中
に
は
完
成
い
た
し
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
い
た
だ
き
た
い

提
案

こ
ん
に
ち
は
、
甘
利
小
学

校
の
安
全
通
学
と
い
う
こ
と
で
国

道
52
号
下
条
南
割
交
差
点
、
ま
た
、

工
業
団
地
方
面
の
道
路
横
断
が
心

配
さ
れ
て
い
ま
す
。

甘
利
小
へ
の
学
校
統
合
、
工
業

団
地
誘
致
に
関
し
、
住
宅
地
の
広

が
り
、
交
通
量
（
安
全
対
策
）
に

つ
い
て
、
韮
崎
市
の
開
発
の
見
通

し
の
甘
さ
が
あ
っ
た
の
で
は
、
と

と
思
い
ま
す
。

今
後
も
市
街
地
に
小
規
模
な
公
園

が
増
え
る
よ
う
、
予
算
及
び
用
地

の
確
保
、
地
域
の
協
力
等
の
問
題

を
調
整
し
な
が
ら
可
能
な
も
の
に

つ
い
て
整
備
し
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。（
８
月
回
答
）

感
じ
ま
す
。
将
来
を
考
え
て
市
の

開
発
は
ど
う
で
あ
っ
た
の
で
す

か
？
住
み
よ
い
市
で
あ
り
ま
す
よ

う
に
お
願
い
し
ま
す
。（
41
歳
女

性
11
月
受
付
）

回
答

ご
提
案
の
国
道
52
号
下
条

南
割
交
差
点
に
つ
き
ま
し
て
は
、

現
在
、
甘
利
小
学
校
通
学
路
交
通

事
故
防
止
対
策
委
員
会
を
中
心

に
、
実
施
に
向
け
て
県
と
市
で
綿

密
な
打
ち
合
わ
せ
や
協
議
等
を
し

て
い
る
状
況
で
あ
り
ま
す
。
尚
、

今
年
度
中
に
交
差
点
周
辺
の
測
量

等
に
着
手
す
る
予
定
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
国
、
県
に
対
し
て
一
日

も
早
く
実
施
で
き
る
よ
う
に
強
く

要
望
し
て
参
り
ま
す
の
で
、
ご
理

解
願
い
ま
す
。（
12
月
回
答
）

提
案

青
少
年
防
犯
灯
の
設
置

私
が
住
ん
で
い
る
旭
町
上
条
中

割
・
小
曽
根
で
は
徳
島
堰
沿
い
の

電
柱
１
本
お
き
に
し
か
外
灯
が
あ

り
ま
せ
ん
。
カ
ー
ブ
し
て
い
る
と

こ
ろ
は
全
く
用
を
な
し
て
お
ら

ず
、
危
険
が
一
杯
で
す
。
せ
め
て

カ
ー
ブ
し
て
い
る
と
こ
ろ
位
ま
で

は
外
灯
の
設
置
を
強
く
望
み
ま

す
。（
60
歳
男
性
４
月
受
付
）

回
答

20
ｗ
の
防
犯
灯
に
つ
き
ま

し
て
は
、
地
区
か
ら
の
申
請
に
よ

り
、
順
次
設
置
し
て
お
り
ま
す
。

（
申
請
書
は
教
育
委
員
会
に
あ
り
、

随
時
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。）

貴
地
区
の
地
区
長
に
要
望
し
て
下

さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

（
４
月
回
答
）

提
案

市
民
バ
ス
の
停
留
所

私
を
は
じ
め
、
市
内
の
年
寄
り

が
小
事
多
く
、
雨
の
日
や
風
雪
の

日
な
ど
気
候
不
順
な
季
節
、
病
人

歩
行
者
は
と
か
く
不
便
で
た
ま
り

ま
せ
ん
。
外
の
土
地
で
は
ま
ず
病

院
の
前
に
停
留
所
が
あ
り
ま
す
。

病
院
に
ま
ず
停
留
所
を
設
け
て
く

だ
さ
い
。（
80
歳
男
性
６
月
受
付
）

回
答

現
在
、
市
で
は
市
民
バ
ス

と
し
て
韮
崎
営
業
所
〜
社
会
福
祉

村
・
韮
崎
営
業
所
〜
鍋
山
経
由
穴

山
橋
線
・
韮
崎
営
業
所
〜
穂
坂
線

の
３
線
を
運
行
し
て
い
ま
す
が
、

今
年
度
中
に
、
こ
の
３
線
と
も
市

立
病
院
ま
で
路
線
を
の
ば
す
こ
と

を
計
画
し
て
い
ま
す
。
そ
の
際
の

ご
利
用
を
お
願
い
す
る
と
と
も
に

ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、

相
互
病
院
・
藤
森
耳
鼻
咽
喉
科

等
、
個
々
の
医
療
機
関
ご
と
路
線

に
組
み
入
れ
る
こ
と
は
、
運
行
効

率
上
及
び
経
費
的
に
困
難
で
あ
り

ま
す
の
で
、
最
寄
り
の
既
存
停
留

所
を
ご
利
用
下
さ
る
よ
う
お
願
い

い
た
し
ま
す
。
８
月
回
答
）

（
３
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ
し
て
い

る
よ
う
に
２
月
１
日
か
ら
バ
ス
の

発
着
所
が
市
立
病
院
に
な
り
ま

す
。）以

上
市
民
提
案
の
一
部
と
提
案

に
対
す
る
市
の
回
答
を
掲
載
し
ま

し
た
。
15
年
４
月
か
ら
11
月
末
ま

で
に
合
計
75
件
の
意
見
・
提
案
等

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
後
も
、
暮
ら
し
や
す
い
韮
崎

市
を
創
る
た
め
、
建
設
的
な
意
見

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

企
画
財
政
室
企
画
政
策
係

（
内
線
３
２
３
）

「
市
民
提
案
」
を
お
寄
せ
下
さ
い

豊
か
で
住
み
良
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
、
市
政
各
般
に
わ
た
る
建
設

的
な
提
案
・
意
見
等
を
「
市
民
提
案
カ
ー
ド
」
に
よ
り
募
集
し
て
い
ま
す
。

そ
の
「
市
民
提
案
カ
ー
ド
」
に
今
年
も
多
く
の
意
見
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

皆
様
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
提
言
の
一
部
を
こ
こ
で
紹
介
す
る
と
と
も
に
、

こ
れ
か
ら
も
皆
様
方
と
市
政
を
一
緒
に
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の

で
、
建
設
的
な
ご
提
案
・
ご
意
見
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

皆
様
か
ら
の
意
見
・
要
望



高 齢 者 作 品 展
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平成16年2月13日（金）～17日（火）まで北巨摩合
同庁舎にて開催されます。日曜日は休館。
作品種目は、文芸・絵画・彫刻・手芸（陶芸）・書

・写真です。皆様の日頃の腕前を披露するいい機
会ですのでふるってご応募ください。
この作品展で上位入賞された作品は、来年行わ

れる山梨県シルバー作品展へ出品されます。

参加資格 60歳以上の方
申込期限 平成16年1月20日(火)
問合せ先 福祉室高齢者福祉係

内線139

高 齢 者 作 品 展

個
別
健
康
教
育
に
参
加
し
ま
せ
ん
か

韮
崎
市
で
は
老
人
保
健
法
に
基
づ
き
、
個
別
健

康
教
育
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
個
別
健
康
教
育
と

は
、
各
個
人
の
生
活
習
慣
を
具
体
的
に
把
握
し
な

が
ら
、
健
康
教
育
を
行
う
こ
と
に
よ
り
生
活
習
慣

行
動
の
改
善
を
支
援
し
、
生
活
習
慣
病
の
予
防
を

し
て
い
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

「
生
活
習
慣
病
」
は
、
高
脂
血
症
・
高
血
圧
・

糖
尿
病
な
ど
、
こ
れ
ま
で
成
人
病
と
呼
ば
れ
て
い

た
も
の
を
、
そ
の
多
く
が
生
活
習
慣
の
積
み
重
ね

が
原
因
で
起
こ
る
こ
と
か
ら
、
実
態
に
合
わ
せ
て

呼
び
名
を
変
え
た
も
の
で
す
。
つ
ま
り
、「
生
活

習
慣
病
」
は
生
活
習
慣
を
改
善
す
る
事
に
よ
り
病

気
の
発
症
や
進
行
を
遅
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
る
の

で
す
。

平
成
12
年
度
か
ら
個
別
健
康
教
育
（
高
血
圧
・

高
脂
血
症
・
糖
尿
病
・
禁
煙
の
４
病
態
）
を
実
施

し
、
多
く
の
市
民
の
方
が
参
加
さ
れ
、
良
い
結
果

が
得
ら
れ
て
い
ま
す
。

平
成
15
年
度
で
は
、
４
病
態
で
約
１
４
０
名
の

方
が
参
加
し
、
そ
の
う
ち
97
名
が
高
脂
血
症
の
改

善
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
参
加
さ
れ
た
方
の
様

子
（
左
図
）
を
見
て
み
る
と
、
生
活
習
慣
の
要
因

で
あ
る
食
生
活
や
運
動
習
慣
を
改
善
す
る
事
に
よ

り
体
重
を
減
ら
す
こ
と
の
で
き
た
方
の
う
ち
89
・

５
％
の
方
が
総
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
の
値
を
低
下
さ

せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

個
別
健
康
教
育
は
保
健
師
か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス

を
受
け
参
加
者
が
自
分
自
身
の
生
活
習
慣
に
向
か

い
合
い
、
食
事
や
運
動
な
ど
の
生
活
習
慣
を
改
善

し
疾
病
の
予
防
を
す
る
も
の
で
す
。
総
合
健
診
や

人
間
ド
ッ
ク
の
結
果
を
み
て
、
生
活
習
慣
を
改
善

す
る
必
要
性
の
あ
る
方
は
、
ぜ
ひ
参
加
し
て
み
て

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

健
康
推
進
室
　
保
健
指
導
係

23-

４
３
１
０

図　体重が下がった者の総コレステロール値の変化（平成15年度）
総コレステロール値が減った 総コレステロール値が増えた



な
ぜ

何
を

ど
こ
で

い
つ

誰
が

環
境
へ
の
負
荷
（
大
気
汚
染
防
止
、
騒
音
防
止
、
地

球
温
暖
化
防
止
の
た
め
に
）
を
低
減
す
る
た
め
。

ア
イ
ド
リ
ン
グ
・
ス
ト
ッ
プ
す
る
。（
自
動
車
な
ど
の

エ
ン
ジ
ン
を
止
め
る
。）

自
動
車
な
ど
を
駐
車
す
る
あ
ら
ゆ
る
場
所
で
。（
タ
ク

シ
ー
や
バ
ス
も
対
象
に
な
り
ま
す
。）

自
動
車
な
ど
を
継
続
的
に
停
止
す
る
と
き
や
、
停
止

し
て
運
転
者
が
自
動
車
な
ど
を
離
れ
る
と
き
に
。

市
内
で
自
動
車
な
ど
を
運
転
す
る
人
、
所
有
す
る
人

全
て
が
対
象
に
な
り
ま
す
。
所
有
す
る
人
は
運
転
す
る

人
に
ア
イ
ド
リ
ン
グ
・
ス
ト
ッ
プ
を
す
る
義
務
が
あ
る

こ
と
を
伝
え
て
く
だ
さ
い
。
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韮
崎
市
で
は
、
平
成
15
年
12
月
12
日
か
ら
「
韮

崎
市
ア
イ
ド
リ
ン
グ
・
ス
ト
ッ
プ
条
例
」
を
施
行

し
ま
し
た
。

○月▲日　家の前のごみステーションのごみが道路へ散乱してます！！

排出者のマナーやモラルの問題です。地区のみんなで管理するごみ
ステーションはきれいに使ってほしいものです・・・。
ごみ置き場（ステーション）は本来汚い汚れたごみを、きれいなご

み袋へ入れて排出するわけですから、汚れることは無いように思われ
ますが・・・実際は、ごみ袋が逆さまに排出されている現状を寂しく
感じます。収集に従事されている方、ご近所の方々や当番の方々にご
協力をいただいているのですが、排出者一人一人が、決められたごみ
を、決められた時間に当番になったつもりで排出していただければ、
きっとすばらしい「ごみステーション」となると思います。
ごみについての再確認事項
○ごみの「減量」にしっかり取り組んでいますか？
○ごみの「分別」にしっかり取り組んでいますか？
○「リサイクル」にしっかり取り組んでいますか？
最低限のルールと排出者のマナーをもって各地区の「ごみステーショ
ン」が成り立っています。この「ごみステーション」は、各地区で管
理していますので、地区役員さんの指示に従い、「減量」「分別」「リ
サイクル」の推進にご協力をお願いします。

環境事件簿

アイドリング・ストップを心がけて！

こ
の
条
例
は
、
大

気
汚
染
の
防
止
や
、

二
酸
化
炭
素
に
よ
る

地
球
温
暖
化
の
防

止
、
沿
道
に
お
け
る

悪
臭
・
騒
音
の
削
減

な
ど
環
境
や
市
民
生

活
へ
の
負
荷
を
低
減

す
る
た
め
に
、
自
動

車
な
ど
（
バ
ス
や
タ

ク
シ
ー
、
ト
ラ
ッ
ク
、

乗
用
車
、
自
動
二
輪

車
な
ど
、
エ
ン
ジ
ン

に
よ
り
走
行
す
る
全

て
の
車
が
対
象
で

す
。
）
を
駐
車
す
る

場
合
に
は
、
ア
イ
ド

リ
ン
グ
・
ス
ト
ッ
プ

（
エ
ン
ジ
ン
を
停
止

す
る
こ
と
）
を
義
務

付
け
て
お
り
ま
す
。

条
例
の
主
な
内
容
は

次
の
と
お
り
で
す
。

離れるときにはエンジンストップ

《
除
外
さ
れ
る
例
》

・
貨
物
の
積
み
降
ろ
し
の
た
め
の
５
分
以
内
の
停
車
の
場
合

・
人
の
乗
り
降
り
の
た
め
の
停
車
の
場
合

・
必
要
最
小
限
で
の
暖
機
運
転
の
場
合

・
救
急
車
や
パ
ト
カ
ー
な
ど
の
特
殊
車
輌
で
、
そ
の
用
務
に
使

用
し
て
い
る
場
合

・
冷
蔵
装
置
や
附
属
装
置
の
動
力
と
し
て
使
用
し
て
い
る
場
合

・
人
命
、
健
康
、
財
産
を
守
る
た
め
に
、
必
要
が
あ
る
場
合

皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

条例の主な内容
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ゴミの減量化にご協力をお願いします。

所
定
外
労
働
時
間
を
短
縮
し
、

労
働
者
を
雇
い
入
れ
た
事
業
主
の

方
を
支
援
し
ま
す
。

●
労
働
者
の
雇
入
れ
は
パ
ー
ト
タ

今
だ
か
ら
こ
そ
、
家
庭
教
育
の

あ
り
方
に
つ
い
て
し
っ
か
り
と
考

え
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時

１
月
30
日
（
金
）

午
後
７
時
30
分
〜午

後
９
時

場
所

中
田
地
区
公
民
館

多
目
的
ホ
ー
ル

講
師

永
照
寺
住
職
・
幼
稚
園
園
長

吉
田
永
正
氏

内
容

「
育
て
た
よ
う
に
子
は
育
つ
」

韮
崎
市
で
は
成
績
優
秀
な
学
生

で
経
済
的
理
由
に
よ
り
修
学
困
難

な
大
学
や
短
大
、
各
種
専
門
学
校

に
進
学
さ
れ
る
方
々
の
奨
学
生
を

募
集
し
ま
す
。

資
格
要
件
　

大
学
生
／
短
大
生
／
各
種
専
門

●
学
校
生
／
学
業
及
び
人
物
が
優

●
れ
、
健
康
で
あ
る
者
／
学
資
の

●
支
弁
が
困
難
で
あ
る
者
／
市
内

●
に
住
所
を
有
す
る
者
の
子
弟

貸
付
額

年
額
24
万
円
　

10
年
以
内
に
年
賦
返
済
　
無
利
子

申
込
期
間

１
月
５
日
〜
３
月
20
日

冬
の
観
察
会
・
バ
ー
ド
ウ
ォ
ッ

チ
ン
グ

日
　
　
時

１
月
24
日（
土
）午
前
９
時
〜
正
午

集
合
場
所

甘
利
山
入
口
河
川
公
園
（
甘
利

山
入
口
ゲ
ー
ト
近
く
）

持

ち

物

防
寒
具
・
双
眼
鏡
等
各
自
必
要

●
品
、
保
険
代
１
０
０
円

参
加
者
は
事
前
に
申
込
を
お
願

い
し
ま
す
。

韮
崎
市
育
英
奨
学
金

学
校
教
育
室
　
内
線
２
１
３

母
子
家
庭
の
母
の
就
業
を

支
援
し
ま
す
！

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
韮
崎

22
・
１
３
３
１

親
子
で
楽
し
め
る
お
は
な
し
が

い
っ
ぱ
い
。
お
誘
い
合
わ
せ
の
上

お
出
か
け
下
さ
い
。

子
育
て
サ
ロ
ン
“銀
河
鉄
道
”

お
は
な
し
会

子
育
て
サ
ロ
ン
“銀
河
鉄
道
”
事
務
局

22
・
１
１
２
１
（
中
央
公
民
館
内
）

緊
急
雇
用
創
出
特
別
奨
励

金
の
お
知
ら
せ

山
梨
労
働
局
職
業
安
定
部

０
５
５-

２
３
１-

８
６
１
０

㈲
山
梨
県
雇
用
開
発
協
会

０
５
５-

２
２
２-

２
１
１
２

家
庭
教
育
講
座

市
中
央
公
民
館
　
　

22
・
１
１
２
１

中
田
公
民
館
主
事
　

25
・
５
２
２
７

日
時

２
月
４
日
（
水
）

午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

場
所

市
民
会
館
４
階
大
会
議
室

内
容

エ
プ
ロ
ン
シ
ア
タ
ー

「
お
お
き
な
か
ぶ
」
他

費
用

無
料

※
就
業
に
不
安
を
抱
え
る
母
子
家

●
庭
の
母
親
の
方
へ
き
め
細
や
か

●
な
職
業
相
談
等
を
実
施
し
て
お

●
り
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相

●
談
く
だ
さ
い
。

試
行
雇
用
奨
励
金
制
度

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
は
子
ど
も
の

養
育
で
時
間
的
制
約
が
あ
り
、
ま

た
、
就
業
経
験
が
少
な
く
技
能
・

知
識
・
就
労
形
態
に
不
安
を
抱
え

る
母
子
家
庭
の
母
親
を
対
象
に
、

ト
ラ
イ
ア
ル
雇
用
事
業
を
実
施
し

て
お
り
ま
す
。
ト
ラ
イ
ア
ル
雇
用

事
業
を
実
施
し
た
事
業
主
に
は
試

行
雇
用
奨
励
金
が
支
給
さ
れ
ま

す
。
事
業
主
の
方
は
こ
の
制
度
を

活
用
し
て
い
た
だ
き
、
母
子
家
庭

の
母
の
積
極
的
な
採
用
に
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

対
象
事
業

対
象
者
を
試
行
的
に
雇
用
し
た

●
事
業
主
（
一
定
の
要
件
が
あ
り

●
ま
す
。）

支
給
額

一
人
あ
た
り
月
額
５
万
円
（
最

●
大
３
ヶ
月
間
、
15
万
円
）

冬
の
甘
利
山
を

覗
い
て
み
よ
う
! !

甘
利
山
倶
楽
部
事
務
局
　
小
林

22
・
６
６
８
２

お一人で気軽に、また友人を誘って・・・
「誓いの丘イストアール」で豪華な夕食を食
べながら素敵な出会いをしませんか
実 施 日 2月28日（土）午後４時～８時
対 象 者 男性 20歳～30歳代の峡北地域在住の独身者

女性 20歳～30歳代の独身者（地域指定なし）
場　　所 北巨摩郡双葉町下今井2880

「誓いの丘イストアール」
（現地集合・現地解散）

参 加 料 男性　4,000円　女性　2,000円
（実施3日前からのキャンセルは、予約の

● 関係上、参加料は全額いただきます。）
募集人数 男性15名女性15名
募集期間 1月20日（火）～2月16日（月）
申込方法 参加希望者は、住所・氏名・年齢・職業

（勤務先）電話番号を明記の上、参加料を
● 添えてお申し込み下さい。（郵送可）抽選
● の結果、参加出来ない場合には参加料は
● 全額お返しいたします。
申込問い 峡北広域行政事務組合ふるさと振興課
合わせ 0551-20-1354（直通）

イ
ム
労
働
者
も
対
象
で
す
。

奨
励
金
の
支
給

・
制
度
導
入
分

最
初
の
雇
入
れ

の
際
に
、
事
業
所
の
規
模
（
労
働

者
数
）
に
応
じ
て
支
給
し
ま
す
。

①
３
０
０
人
以
下
の
事
業
所
50
万

円
②
３
０
１
人
以
上
の
事
業
所
１

２
０
万
円

・
労
働
者
の
雇
入
れ
分

雇
入
れ

た
労
働
者
一
人
に
つ
き
、
次
の
区

分
に
応
じ
て
支
給
し
ま
す
。
①
一

般
労
働
者
30
万
円
②
パ
ー
ト
タ
イ

ム
労
働
者
15
万
円
③
６
ヶ
月
以
上

の
有
期
雇
用
の
一
般
労
働
者
（
中

小
企
業
に
限
る
）
15
万
円
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身
体
障
害
者
補
助
犬
法
が
平
成

14
年
10
月
に
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
公
共
施
設
や
公

共
交
通
機
関
を
身
体
障
害
を
も
つ

人
が
利
用
す
る
場
合
に
、
補
助
犬

（
盲
導
犬
・
介
助
犬
・
聴
導
犬
）

の
同
伴
を
拒
ん
で
は
な
ら
な
い
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
平
成
15
年
10
月
１
日
か
ら

は
、
デ
パ
ー
ト
・
ス
ー
パ
ー
・
ホ

各種税金の支払いは、便利な口座振替で！詳しくは税務室まで（内線155・156）

「
は
が
き
、
封
書
、
電
話
等
で
、

身
に
覚
え
の
な
い
借
金
や
ア
ダ
ル

ト
番
組
利
用
料
金
の
請
求
を
受
け

て
い
る
」
と
い
う
相
談
が
後
を
絶

ち
ま
せ
ん
。

債
権
回
収
業
者
を
名
乗
り
、
自

宅
へ
回
収
に
行
く
と
か
、
給
料
を

差
し
押
さ
え
る
な
ど
脅
迫
め
い
た

内
容
で
不
安
を
あ
お
っ
て
い
ま

す
。

こ
の
よ
う
な
請
求
が
あ
っ
て
も
、

・
請
求
者
に
連
絡
し
な
い
。

・
請
求
内
容
に
つ
い
て
身
に
覚
え

●
の
な
い
場
合
は
、
支
払
い
を
し

●
な
い
。

・
ア
ダ
ル
ト
番
組
な
ど
を
利
用
し

●
た
場
合
で
も
、
局
止
め
等
で
利

●
用
明
細
記
録
を
も
ら
い
、
電
話

●
会
社
の
利
用
記
録
と
照
ら
し
合

●
わ
せ
て
、
利
用
の
有
無
を
確
認

●
す
る
こ
と
も
必
要
で
す
。

お
困
り
の
方
は
、
早
め
に
相
談

●
し
、
被
害
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

相
談
受
付
時
間

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

（
土
日
・
祝
祭
日
を
除
く
）

不
当
請
求
に
ご
注
意
を
！

県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
相
談
窓
口
　
　

０
５
５-

２
３
５-

８
４
５
５

平
成
14
年
度
に
県
内
の
児
童

相
談
所
に
寄
せ
ら
れ
た
児
童
虐
待

に
関
す
る
相
談
件
数
は
１
８
８
件

で
、
過
去
最
高
の
件
数
と
な
っ
て

い
ま
す
。

児
童
虐
待
は
、
子
ど
も
の
心
身

の
成
長
や
、
人
格
形
成
に
重
大
な

悪
影
響
を
与
え
る
た
め
、
で
き
る

だ
け
早
く
発
見
し
て
保
護
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

児
童
虐
待
を
疑
わ
せ
る
次
の
よ

う
な
状
況
に
お
気
づ
き
の
方
は
、

最
寄
り
の
児
童
相
談
所
や
地
域
振

興
局
健
康
福
祉
部
、
市
福
祉
事
務

所
ま
で
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま

す
。連

絡
を
い
た
だ
い
た
方
の
秘
密

は
堅
く
守
り
ま
す
。

・
怒
鳴
り
声
や
、
叩
く
音
、
子
ど

●
も
の
泣
き
声
が
い
つ
も
聞
こ
え

●
る
。

・
子
ど
も
に
内
出
血
に
よ
る
あ
ざ

●
や
不
自
然
な
傷
が
み
ら
れ
る
。

・
子
ど
も
の
身
体
が
極
端
に
や
せ

子
ど
も
へ
の
虐
待
に
気
づ

い
た
ら

県
中
央
児
童
相
談
所
　

０
５
５-

２
５
４-

８
６
１
７

FAX
０
５
５-

２
５
４-

８
６
２
１

夜
間
・
休
日
連
絡
先

０
５
５-

２
５
４-

８
６
２
０

文
部
科
学
省
所
管
の
財
団
法

人
・
国
際
青
少
年
研
修
協
会
で

は
、
小
・
中
・
高
校
生
対
象
に
春

休
み
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
・
文
化
交

流
・
地
域
見
学
・
学
校
体
験
・
英

語
研
修
等
の
参
加
者
を
募
集
し
て

い
ま
す
。
春
休
み
は
海
外
で
ホ
ー

ム
ス
テ
イ
を
体
験
し
て
み
ま
せ
ん

か
？

小
・
中
・
高
校
生
の
た
め
の
春
休
み

海
外
派
遣
　
参
加
者
募
集

（財）
国
際
青
少
年
研
修
協
会

03-

３
３
５
９-

８
４
２
１

青
少
年
や
青
年
達
の
外
国
語
に

よ
る
コ
ミ
ニ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力

の
向
上
や
文
化
交
流
会
を
目
的
と

し
た
海
外
研
修
事
業
と
し
て
、
春

休
み
に
中
学
生
・
高
校
生
を
対
象

に
ア
メ
リ
カ
・
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
・
イ
ギ
リ
ス
へ
の
海
外
研
修
事

業
を
行
い
ま
す
。

申
込
締
切
日

２
月
13
日
（
金
）

詳
細
・
資
料
請
求
・
申
込
先

〒
１
０
２-

０
０
７
３

東
京
都
千
代
田
区
九
段
北
１-

２-

８

プ
レ
ー
ル
九
段
１
０
０
２

N
P
O
法
人
国
際
教
育
文
化
交
流

協
会

http://w
w
w
.h2/dion.ne,jp/̃isece/

２
０
０
４
年
春
休
み

海
外
研
修
事
業

N
P
O
法
人
国
際
教
育
文
化
交
流
協
会

03-
５
２
１
３-

３
０
８
８

テ
ル
・
飲
食
店
な
ど
不
特
定
多
数

の
人
が
利
用
す
る
施
設
で
も
、
補

助
犬
の
同
伴
を
拒
ん
で
は
な
ら
な

い
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

障
害
を
も
つ
人
も
、
も
た
な
い

人
に
も
住
み
や
す
い
社
会
を
つ
く

る
た
め
に
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

詳
細
・
資
料
請
求
・
申
込
先

〒
１
６
０-

０
０
０
４

東
京
都
新
宿
区
四
谷
２-

11
大
村

ビ
ル
３
階

http://w
w
w
.kskk.or.jp

自宅がキャンパス「放送大学」
平成16年度第1学期学部生・大学院修士科目生学生募集

放送大学はテレビ・ラジオを利用して授業を行う正規の
大学です。
視聴方法　スカイパーフェクTV！（テレビ205ch・ラジオ500ch）

CATV：放送大学の番組を放送しているCATV局
●教養学部 募集学生の種類　
●全科履修生（4年以上在学、「学士（教養）」の学位の取得
●　　　　　　を目指す学生）
選科履修生（1年間在学、希望する科目を履修する学生）
科目履修生（1学期間「6か月」在学、希望する科目を履
●　　　　　　修する学生）
●大学院 募集学生の種類
修士科目生（自分の学習・研究したい科目を選択して、1

●　　　　　　科目から履修する学生）

募集期限 教養学部・大学院　平成16年2月29日（日）
資料請求・問い合わせ先
〒400-0016 甲府市武田4-4-37（山梨大学内）放送大学山梨
学習センター・フリーダイヤル0120-864-600・放送大学ホー
ムページhttp://www.u-air.ac.jp/hp/

●
て
い
る
。

・
子
ど
も
の
衣
服
や
身
体
が
い
つ

●
も
汚
れ
て
い
る
。

・
小
さ
な
子
ど
も
を
残
し
て
よ
く

●
外
出
す
る
。

身
体
障
害
者
補
助
犬
法

県
障
害
福
祉
課

０
５
５-

２
２
３-

１
４
６
１



ご
利
用
い
た
だ
け
る
方

世
帯
の
年
間
収
入
が
９
９
０
万

●
円
（
事
業
所
得
者
は
７
７
０
万

●
円
）
以
内
の
保
護
者
の
方

ご
融
資
額
　

学
生
・
生
徒
お
一
人
に
つ
き
２

●
０
０
万
円
以
内

●
ご
融
資
の
対
象
と
な
る
学
校

●
高
等
学
校
、
短
期
大
学
、
大
学
、

●
専
修
・
各
種
学
校
な
ど

※
中
学
卒
以
上
で
、
修
業
年
限
が

●
６
ヶ
月
以
上
の
教
育
施
設
に
限

●
り
ま
す
。
※
留
学
資
金
も
対
象

●
と
な
り
ま
す
。

お
使
い
み
ち

◇
学
校
納
付
金
（
入
学
金
、
授

●
●
業
料
、
施
設
設
備
費
な
ど
）

◇
受
験
に
か
か
っ
た
費
用
（
受

●
●
験
料
、
交
通
費
、
宿
泊
費
な
ど
）

◇
ア
パ
ー
ト
・
マ
ン
シ
ョ
ン
の

●
●
敷
金
、
家
賃
な
ど

◇
学
習
塾
費
、
教
科
書
代
、
学

●
●
習
品
費
、
パ
ソ
コ
ン
購
入
費
、

●
●
通
学
費
用
、
国
民
年
金
保
険

●
●
料
な
ど

ご
返
済
期
間

10
年
以
内
８
交
通
遺
児
家
庭
ま

●
た
は
母
子
家
庭
の
方
に
つ
い
て

●
は
、
１
年
間
の
延
長
が
可
能

据
置
期
間

在
学
期
間
内
で
元
金
の
据
置
が

●
で
き
ま
す
（
ご
返
済
期
間
に
含

●
ま
れ
ま
す
。）

利
　
　
率

年
１
・
６
５
％

（
平
成
15
年
11
月
10
日
現
在
）
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「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

国
民
生
活
金
融
公
庫
甲
府
支
店

０
５
５-

２
２
４-

５
３
６
１

韮崎市ホームページアドレス　http://www.city.nirasaki.yamanashi.jp/

■映画「犬夜叉・天下覇道の剣」

犬夜叉と殺生丸、ついに決着！

シリーズの頂点を極
き

める最新作「天下覇道の剣」が遂に公開。
◆1月24（土）AM10：00 ＰＭ1：30（1日2回上映）
◆大ホール
◆前売大人1,200円（当日1,500円）
◆前売子供0800円（当日1,000円）チケット発売中

●お問い合わせ　20-1155 韮崎市文化ホール（月曜休館）

詳しくはホームページで　http://www.nirasaki.net

韮崎市文化ホール・チケット情報

開
催
に
つ
い
て

日
時

１
月
14
日
（
水
）

午
後
１
時
30
分
よ
り

会
場

北
巨
摩
合
同
庁
舎

１
０
１
会
議
室

主
催

峡
北
地
区
地
域
発
男
と
女

●
　
　
と
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
実
行
委

●
　
　
員
会

内
容

講
演
会
・
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

参
加
に
つ
い
て

参
加
料

無
料

た
だ
し
、
会
場
準
備
の
都

●
　
　
合
上
、
希
望
者
は
１
月
10

●
　
　
日
ま
で
に
連
絡
を
お
願
い

●
●
●
し
ま
す
。

連
絡
方
法氏

名
と
連
絡
先
を
記
入
の

●
　
　
上
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
お
申
し
込
み

●
　
　
下
さ
い
。

峡
北
地
区
地
域
発
男
と
女

●
　
　
と
の
フ
ォ
ー
ラ
ム

実
行
委
員
長
　
植
松
　

０
５
５
１-

35-

２
８
５
０

「
峡
北
地
区
男ひ

と

と
女ひ

と

で
担
う
地

域
づ
く
り
」
フ
ォ
ー
ラ
ム

◇
教
育
費
デ
ー
タ

●
「
入
学
費
用
２
０
０
万
円
」

平
成
14
年
度
に
首
都
圏
の
市
立

大
学
に
入
学
し
た
学
生
の
入
学
費

用
は
、
自
宅
外
通
学
者
で
約
２
０

７
万
円
、
自
宅
通
学
者
で
も
約
１

４
７
万
円
と
保
護
者
に
と
っ
て

は
、
大
き
な
負
担
と
な
っ
て
い
ま

す
。

犬夜叉

将
来
の
再
就
職
の
準
備
を
応
援

し
ま
す
。

日
　
時
　
１
月
20
日
（
火
）

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

場
　
所

山
梨
県
立
総
合
女
性
セ

●

ン
タ
ー
２
Ｆ

中
研
修
室

（
甲
府
市
朝
気
１-

２-

２
）

対
象
者

育
児
・
介
護
等
に
よ
り

●
　
　
　
職
業
生
活
を
中
断
し
た

●
　
　
　
後
に
再
就
職
を
希
望
し
、

●
　
　
　
再
就
職
に
向
け
て
準
備

●
　
　
　
し
て
い
る
者
、
そ
の
他

●
　
　
　
関
心
の
あ
る
者

定
　
員

30
名
　

参
加
料
　
無
料
（
事
前
に
お
申
し

●
　
　
　
込
み
下
さ
い
。）

そ
の
他

託
児
あ
り
（
無
料
）

※
昼
食
は
各
自
ご
用
意
下
さ
い
。

R
e

・B
e

ワ
ー
ク
セ
ミ
ナ
ー

Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
通
信
制
・
学
生
募
集

（財）
21
世
紀
職
業
財
団
山
梨
事
務
所

０
５
５-

２
３
６-

５
２
７
１

道
路
沿
い
の
樹
木
に
つ
い
て

建
設
室
よ
り

道
路
沿
い
の
樹
木
の
枝
や
倒
木
に
よ
り
、
歩
行
者
や

車
両
の
通
行
に
支
障
を
き
た
し
て
い
る
こ
と
が
多
々
見

受
け
ら
れ
ま
す
。

道
路
に
隣
接
し
た
土
地
の
所
有
者
は
剪
定
・
伐
採
等

を
お
願
い
し
ま
す
。
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みんなの広場に、サークルやいろいろな活動など、紹介したいものをおよせ下さい。写真に紹介文を添え
て送って下さい。また、俳句、川柳などの作品も募集しています。

11
月
10
日
に
幕
張
メ
ッ
セ
で
行
わ
れ
た
授
賞
式

に
は
、
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
韮
崎
の
皆
さ
ん
と
韮

崎
工
業
高
校
生
徒
会
長
の
櫻
田
真
悟
（
清
哲
町
）

君
が
代
表
で
参
加
し
ま
し
た
。

国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
日
本
財
団
よ
り

韮
工
生
徒
会

社
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
賞
受
賞

（
青
少
年
の
部
）

全
国
で
高
校
９
校
が
受
賞

こ
れ
ま
で
韮
崎
工
業
高
校
で
実
施
し
て
き
た

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
平
成
15
年
度
に
社
会
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
地
域
の
「
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
韮
崎
」

の
推
薦
に
よ
り
実
現
し
た
も
の
で
す
。
受
賞
理

由
と
し
て
は
、
次
の
３
点
が
工
業
高
校
生
と
し

て
の
活
動
と
し
て
独
自
性
が
あ
り
、
意
義
あ
る

活
動
内
容
と
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

①
年
３
回
行
う
韮
崎
市
内
の
高
齢
者
・
障
害
者

宅
へ
の
訪
問
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
清
掃
・
除
草
・

電
灯
の
取
り
替
え
な
ど
）

②
あ
け
ぼ
の
養
護
学
校
の
除
草
な
ど
の
作
業
ボ

●
ラ
ン
テ
ィ
ア

③
あ
け
ぼ
の
養
護
学
校
の
児
童
、
生
徒
が
使
用

●
す
る
生
活
用
品
や
教
材
の
製
作

あけぼの養護学校の除草作業

訪問ボランティア
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◎一般書
◆「化生

けしょう

の海｣ 内田康夫　著

◆｢平凡な人生だったと妻や娘さえも思っていた男が、死し
◆｢て謎を遺した。北海道、北陸、北九州―。北前船の寄港
◆｢地を辿る壮大な謎解きに、浅見光彦が挑戦する！
◆ ｢号泣する準備はできていた｣ 江国香織 著

◆｢体も心も満ち足りていた激しい恋に突然訪れた破局。そ
◆｢の哀しみを乗り越えてゆくよすがを甘美に伝える表題作
◆｢など、詩のように美しく、光を帯びた文章が描く、繊細
◆｢で透明な12の物語。
◆ ｢幕末御用盗｣ 津本陽　著

◆｢慶応3年（1867）10月、江戸。浪士隊新徴組は幕府の命
◆｢により夜盗溢れる市中を取り締まることになる－。きら
◆｢めく太刀、迫る息づかいが伝わる剣豪小説。

★今月のだっこの会

1月21日（水）午前10時30分から 市民会館3階和室

★今月のおはなし会

1月24日（土）午後2時から　　　市民会館3階和室

◎児童書
◆｢狐笛

こ て き

のかなた｣ 上橋
うえはし

菜穂子
な ほ こ

作　白井弓子　画
◆｢ひとの思いが聞こえる「聞き耳」の才を持つ少女・小
◆｢夜が幼い日に助けた子狐は、恐ろしい呪者に命を握ら
◆｢れ「使い魔」にされた霊狐だった。森陰屋敷に閉じ込
◆｢められた少年・小春丸、そして小夜と霊狐・野火。彼
◆｢らの運命は？
◆｢乗りもの｣ 真島

ま し ま

満秀
みつひで

他　監修・指導
◆｢美しいカラー写真と精密な図版で就学前の幼児から小
◆｢学校高学年までの子どもたちに好奇心と学ぶ意欲を与
◆｢えるビジュアル図鑑。
◆「へんてこもりのきまぐれろ」 たかどのほうこ　作・絵
◆｢ヘンテ・コスタさんが作ったへんてこもりで、再びま
◆｢るぼに出会ったなかよし四人組。ホンリエーヌちゃん
◆｢が読んでいた本から逃げ出した「きまぐれろ」を捜す
◆｢ために捜索隊を結成しますが･･･。

（図書館流通センター｢週刊新刊全点案内｣1350号より）

開館時間　午前９時～午後５時
★休館日のおしらせ
1 月 1 日（木）～ 5 日（月）・12日（月）・
12月19日（月）・26日（月）・30日（金）

新 着 図 書

作
り
方

①
い
わ
し
は
、
手
開
き
に
し
、

●
骨
を
取
り
除
い
て
洗
い
、
テ

●
フ
ロ
ン
加
工
で
焼
く
。

②
大
根
は
、
す
り
お
ろ
す
。
グ

●
レ
ー
プ
フ
ル
ー
ツ
は
、
小
袋

●
か
ら
出
し
て
細
か
く
ち
ぎ
る
。

③
②
と
A
の
調
味
料
を
合
わ
せ
、

材料（4人分）
生いわし 240g
大　根 200g
グレープフルーツ 40g
しょうゆ（濃い口）

小さじ2と2/3
レモン汁 小さじ2 Ａ
白ワイン 小さじ2
おろししょうが 12g
あさつき 40g

一人当りの栄養価
エネルギー 153kcal
たんぱく質 13.0g
脂　質 8.4g
カルシウム 59mg
塩　分 0.8g

協
力
　
円
野
町
食
生
活
改
善
推
進
員
会

●
フ
ル
ー
ツ
入
り
ポ
ン
酢
を
作

●
る
。

④
①
の
い
わ
し
を
器
に
盛
り
、

●
③
を
添
え
、
あ
さ
つ
き
の
小

●
口
を
ち
ら
す
。

い
わ
し
の
フ
ル
ー
ツ
入
り

ポ
ン
酢
か
け No. 10

高
血
圧
を
改
善
し
ま
し
ょ
う

減
塩
と
カ
ル
シ
ウ
ム
、
カ
リ
ウ

ム
を
効
果
的
に
取
り
入
れ
よ

う
。カ

ル
シ
ウ
ム
を
十
分
摂
取
す

る
と
腎
臓
で
の
ナ
ト
リ
ウ
ム
の

再
吸
収
を
防
ぐ
こ
と
か
ら
尿
中

へ
の
ナ
ト
リ
ウ
ム
の
排
泄
が
増

え
る
の
で
ナ
ト
リ
ウ
ム
の
取
り

す
ぎ
の
害
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き

ま
す
。

朗読のつどいスペシャルのおしらせ
～こころからこころへ～

日時 1月10日（土）午後1時30分～3時
会場 韮崎市民会館4階大会議室
出演 河野　司さん・金丸　千恵子さん
演目 「冬の日」藤沢周平　他

今月は、スペシャル版として河野　司さんに
よる朗読の世界をお届けします。みなさんおそ
ろいでお出かけください。
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子育て支援センターに
いらっしゃいませんか？

◆子育てトーク（支援センター）
1月 7 日・2月4日（水）10：30～11：30
◆子育て講座－簡単で楽しい凧作り－（支援センター）
1月14日（水）10：30～11：30
◆子育て講習会「親子救急法」（支援センター）
1月15日（木）10：30～11：30
◆子育て講演会「自立心を育む子育て」（市文化ホール２階会議室）
－母と子の絆はこうしてつくられる－
1月21日（水） 10：00～11：30
講師　新藤京子先生　※別室にて託児有り　要予約
◆誕生会に参加しましょう（支援センター・藤井保育園遊戯室）
1月23日（金） ＡＭ10：00～
◆あそびにおいでよ
●「お店屋さんごっこに参加しましょう」
1月27日（火）10：00～（藤井保育園遊戯室）
※2・3歳児対象　要予約　（親子20組）
●「豆まき集会に参加しましょう」
2月 3 日（火）10：00～（藤井保育園遊戯室）

各行事の対象は、明記がないかぎり0～
6才までの児童とその保護者です。
北東児童センター　 23 -5550
甘利児童センター　 23 -1535
北西児童センター　 22 -1775

保育園開放日は毎週水曜日
10：00～12：00

子育て相談（面談 8：30～12：00）
（電話相談 8：30～ 5：00）

お気軽にご利用下さい。
韮崎地域子育て支援センター
（藤井保育園内） 23-7676（FAX兼用）

お正月遊び（対象：小学生）
北東　1月5日 ～9日

たこ作り（対象：小学生）
北東　1月6日 ～ 9日

パソコン教室（対象：小学生）
甘利　1月13日 13:30～15:30
北西　1月15日 14:30～16:30
北東　1月20日 14:30～16:30

パソコン教室（対象：大人）
北東　1月23日 10:30～11:30
北西　1月30日 10:30～11:30

防火について考えよう。消防車見学
（対象：小学生）

甘利　1月22日 15:00～16:00
北西　2月 4 日 14:30～16:00
講師：韮崎消防署員

子育て広場　交通安全教室
甘利　1月29日 10:30～11:30

親子ストレッチ教室
北西　2月6日 10:30～11:30

お年寄りとの交流事業（対象：小学生）
手作りおもちゃ講習会（要申込）
北西　1月9日 13:00～16:00

講師　安藤通夫先生

作って遊ぼう 鬼の面　
北東　1月20日 ～23日 10:30～11:30
北西　1月27日 ～29日 10:30～11:30
甘利　1月27日 ～30日 10:30～11:30

親子カウンセリング教室の様子
子育て支援センター

親子で遊ぼう「お絵かき」
北東　1月13日 ～16日 11:00～
甘利　1月13日 ～16日 11:00～
北西　1月20日 ～23日 11:00～
親子で遊ぼう「おりがみ」
北西　1月13日 ～16日 11:00～
北東　1月20日 ～23日 11:00～
甘利　1月20日 ～23日 11:00～

児童センター・支援センター合同事業
「リズム遊び」

１月28日（水）10時30分～11時30分　
場所　市文化ホール２階会議室　

講師　川上琴美先生
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〜

〜
9 ：30

16：00

9 ：30

16：00

Health Information

Q．

P
S
A
検
診
と
は
何
で
す
か
？

A．

P
S
A
と
は
、「
前
立
腺
特
異
抗
原
」
と
い
う
意
味

の
英
語
の
略
称
で
す
。
体
の
中
で
前
立
腺
だ
け
が
作

っ
て
い
る
物
質
で
あ
る
た
め
、
そ
の
高
値
は
前
立
腺

の
異
常
を
示
し
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
例
え
ば
、

前
立
腺
の
細
菌
感
染
で
あ
る
前
立
腺
炎
で
も
上
昇
し

ま
す
し
、
大
き
な
前
立
腺
肥
大
症
と
い
う
だ
け
で
も

高
い
数
字
を
示
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
一

番
心
配
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
前
立
腺
癌
で

す
。
前
立
腺
癌
は
前
立
腺
肥
大
症
に
隠
さ
れ
て
固
有

の
症
状
が
出
に
く
い
た
め
、
よ
ほ
ど
進
行
し
な
い
と

症
状
か
ら
は
診
断
さ
れ
ま
せ
ん
が
、
血
中
の
P
S
A

だ
け
が
早
期
か
ら
そ
の
存
在
を
静
か
に
示
し
て
く
れ

て
い
ま
す
。
血
液
を
採
る
だ
け
の
手
軽
な
検
診
で
前

立
腺
癌
の
早
期
発
見
が
可
能
で
す
。
50
歳
以
上
の
男

性
を
対
象
と
し
た
場
合
、
受
診
者
の
１
〜
３
％
に
前

立
腺
癌
が
見
つ
か
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
前
立
腺

癌
は
欧
米
で
は
男
性
の
癌
で
最
も
多
い
も
の
で
す
が
、

日
本
で
も
急
速
に
増
え
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
て
い

ま
す
。

是
非
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

韮
崎
市
立
病
院
泌
尿
器
科

前
澤
浩
明

実　施　日 時　　間 備　　　考 会　　場

母 親 学 級
26日（月）

30日（金）

9 ：00 初産婦：母乳について

保健福祉
センター

（市立病院北）
( 23-4310)

9 ：00 初産婦：マタニティビクス
初産婦：妊婦体操について

機能訓練教室
5 ・7 ・9 ・14・16・
19・21・23・26・28・
30日・2月2日

すくすく教室 14日（水） 13：00 対象：H15年6月生まれ
対象：H15年7月生まれ2月4日（水） 13：00

個別健康教育 13日（火） 高血圧個別健康教育（Ｂコース⑤）
14日（水） 糖尿病個別健康教育（Ｂコース⑤）

1月の健康カレンダー

乳幼児の
健　診

教　室

健　診　名 対　象　児 健　診　日 受付時間 会　　場

4 カ 月 児

1 1 カ 月 児

1歳6カ月児

2歳児（歯科）

3 歳 児

H15年 9 月生まれ

H15年 2 月生まれ

H14年 6 月生まれ

H13年12月生まれ

H12年12月生まれ

13日（火）

27日（火）

22日（木）

20日（火）

21日（水）

1 日～15日生まれ
13:00～13:20
16日～31日生まれ
13:30～13:50

※都合の悪い方は
●14:00までに受
●付を済ませてく
●ださい。

保健福祉
センター

（市立病院北）
( 23-4310)

持ち物
・各種健康手帳
・筆記用具
・教室に応じて体
操のできる服装

持ち物
・母子健康手帳
・バスタオル
・保険証
・印鑑

母子健康手帳交付
一 般 健 康 相 談 毎週月・金曜日 保健福祉

センター
（市立病院北）
( 23-4310)

実　施　日 時　　間 備　　　考 会　　場

育 児 相 談 23日（金） 要予約

健　康
相　談

持ち物
・各種健康手帳

接　種　名 対　象　児 接種日 時　間 会　場

ツベルクリン検査を受けた方は各２日後に反応を見ますので受診して下さい。時間・場所は同じです。

今月はありません

すくすく教室は、身体計測・離乳食の試食・栄養指導・保健師による保健指導です。

持ち物
・母子健康手帳
・問診票

予防接種

要
予
約

医
療
Q
＆
A

『
P
S
A
検
診
』



5
月 円野町全区

6
火 清哲町・神山町全区

7
水 旭町全区

9
金

祖母石・一ツ谷・水神町・1
～ 5 丁目・西町・天神町・若
宮町・旭町・日の出町・富士
見ヶ丘・中島町・高河原

8
木 大草町・竜岡町全区

12
月 成人の日

13
火 富士見 1 ～ 3 丁目・岩下・上の山

14
水

穂坂町日の城、三之蔵・権現
沢・上の原・上今井・原・長
久保

15
木 穂坂町三ツ沢上・下・飯米場

16
金 穂坂町柳平・宮久保・鳥の小池

19
月 藤井町全区

20
火 中田町・穴山町全区

21
水 円野町全区

22
木 こぶしボランティア大会

23
金 老壮大学

26
月 清哲町・神山町全区

27
火 大草町・竜岡町全区

28
水 旭町全区

29
木

祖母石・一ツ谷・水神町・1
～ 5 丁目・西町・天神町・若
宮町・旭町・日の出町・富士
見ヶ丘・中島町・高河原

30
金
富士見 1 ～ 3 丁目・岩下・
上の山

2/2
月
穂坂町日の城、三之蔵・権現沢・
上の原・上今井・原・長久保

3
火 穂坂町三ツ沢上・下・飯米場

4
水 穂坂町柳平・宮久保・鳥の小池

5
木 藤井町全区
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生活・身の上等の日常生活の悩みに関する相談。

子どもの教育など子育てに関する悩みの相談。

結婚相手の紹介や相談に応じ、幸せな家庭が築け
るよう協力します。

国や県、市の行政などについての相談。

学習・いじめ・不登校など学校教育に関する悩みや不安の相談。

9 日（金） 社放研もみじ ＰＭ 8 ：00 藤井公民館
11日（日） 成人式 ＰＭ 1 ：30 市文化ホール
11日（日） 韮崎市消防団出初式 ＡＭ 9 ：00～　西中学校
13日（月） 社放研ほほえみ ＰＭ 7 ：30 竜岡公民館
15日（木） 武田の里婦人大学 ＰＭ 1 ：30 市民会館
23日（金） 老荘大学 ＰＭ12：30 市民会館

『食』に関することで、心配なことや聞いてみたい事が
ありましたら、いつでも栄養士が相談に応じます。
（あらかじめ相談日時を電話予約して下さい。）
相談場所　保健福祉センター 23-4310

法律的な相談であればどんな内容でも可。1人30分6名
まで。申込多数のため当月に予約出来ない場合があり
ます。1月の予約受付は1月13日・9：00～先着順。

介護保険に関する悩み、相談。

心 配 ご と 相 談

子 ど も の 相 談

結 婚 相 談

行 政 相 談

学 校 教 育 相 談

市 民 栄 養 相 談

無 料 法 律 相 談

介 護 保 険 定 例
相 談 会

（要予約）
企画財政室

（内線322・323）

行事カレンダー

実施日 場　所 時　間

毎週月曜日 市 役 所 10‥00～15 ‥00

実施日 場　所 時　間

毎週木曜日 市 民 会 館 10‥00～16‥00

実施日 場　所 時　間

毎週
日・水・金曜日

結 婚 相 談 所
（ 市 民 会 館 3 階 ）
各地区相談所

9‥00～16‥00

実施日 場　所 時　間

第1・第3・第4月曜日 市 役 所 13‥00～15‥00

実施日 場　所 時　間

毎週月・火・水曜日 市 民 会 館 9‥30～16‥00

実施日 場　所 時　間

毎月第2火曜日 保健福祉センター 9‥30～16‥00

実施日 場　所 時　間

22日（木） 市 役 所 13‥00～16‥00

市民憲章（昭和44年10月制定）
1 自然を愛し、美しいまちをつくりましょう。

1 勤労を尊び、豊かなまちをつくりましょう。
1 教養を高め、文化のまちをつくりましょう。

市の花　つつじ（昭和43年10月制定）
市の木　こぶし

市の鳥　チョウゲンボウ
（平成元年 4 月制定）

各種税金の納期限各種税金の納期限
市県民税（普徴） 納期2月2日（月）
国民健康保険税 納期2月2日（月）
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市の人口（12月1日現在）
男　16,355人　女　16,767人　
計　33,122人　前月比　+24人
世帯数
11,836世帯　　前月比　+15世帯

みんなの医療費
市が12月に病院などに支払った医療費をお知らせします。
国民健康保険 108,428,229円（前月比　04.03％ 増）＊被保険者 1 人当り　12,720円
老人保健　　　233,782,059円（前月比　12.10％ 増）＊被保険者 1 人当り　52,725円
健康に気をつければみんなの負担（保険税）が軽くなります。医療費の節約に、ご協力くだ
さい。

◎ わが家の主役 ◎
写真を募集
しています！

◎ わが家の主役 ◎
写真を募集
しています！

わが家の主役

元気ですくすく育ってね

純（じゅん）くん
平成15年3月6日生まれ

下祖母石2086-3 1号棟304
吉岡明彦・樹理さん　

にらさきヒューマンフォーラム2003
12月7日（日）市文化ホールにおいて、「にらさきヒューマンフォーラ
ム2003」～変えよう、変えます、自分と未来～が開催されました。パ
ネルディスカッション・基調講演などをとおして男女共同参画社会の
実現に向け話し合いました。

多くの方が参加されました
12月13日（土）・14日（日）「新府城
跡発掘調査見学会」が開催されまし
た。
両日ともに快晴で、東京、埼玉、

神奈川などから見えた方もあり、延
べ184名の参加がありました。
参加された皆さんは、城内の造成

方法、これまでの発掘成果や今後の
整備方針など講師の説明に熱心に耳
を傾けていました。

イルミネーションinにらさき

12月12日から、韮崎駅前広場で
イルミネーションが点灯されて
います。このイルミネーション
は１月末まで点灯しますので、
是非一度ご覧下さい。

点灯時間　夕方５時～10時


